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やな開きまつり開催

　４月26日から５月５日まで、ヤナ公園でヤナ開きまつりが開催されました。山菜汁ふるまいや魚のつかみどりが行われまし

た。訪れた観光客は、最上川の上空を泳ぐこいのぼりを眺め、鮎の塩焼きなどを味わい連休のひとときを過ごしていました。
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地区別投票率
4月27日　町議会議員選挙投票率　　　（％）

地　域　名 男 女 計

東 高 玉 89.38 91.20 90.31

西 高 玉 88.15 85.52 86.81

西 横 田 尻 87.50 88.55 88.05

東 横 田 尻 85.06 85.19 85.12

山 口 82.96 81.73 82.35

鮎 貝 88.09 89.71 88.94

鮎 貝 84.50 85.13 84.82

高 岡 93.42 91.50 92.46

深 山 91.43 88.49 89.96

黒 鴨 97.30 91.89 94.59

荒 砥 市 街 部 86.12 84.90 85.45

貝 生 ・ 海 生 91.63 92.11 91.89

菖 蒲 91.09 89.52 90.29

下山・佐野原 84.25 87.97 86.18

大 瀬 ・ 平 田 96.55 90.00 93.22

十 王 87.82 90.02 88.94

折 居 94.59 93.51 94.04

滝野（折居除） 87.23 84.95 86.10

萩 野 91.43 94.44 92.96

中 山 93.43 91.75 92.57

針 生 100.00 100.00 100.00

浅 立 89.68 93.64 91.68

広 野 94.74 90.95 92.84

小 山 沢 89.59 91.52 90.58

町 下 88.68 91.74 90.23

杉 沢 94.34 97.25 95.81

計 88.32 88.67 88.50

町議選の開票結果

当落 得票数 氏　　　名 所属等

当選 1,038 佐藤　誠七 無新

当選 850 青木　彰榮 自民現

当選 　819.591 土方　俊男 無現

当選 708 舩山　　仁 無現

当選 639 五十嵐政司 無現

当選 637 今野　正明 無現

当選 629 加藤　秀人 無現

当選 615 佐藤　　了 無現

当選 614 菅　　祐二 無現

当選 610 大滝　　賢 無現

当選 601 菅原　捷治 無現

当選 587 岡田　　明 無現

当選 576 後藤　吉 無現

当選 573 本木　勝利 共現

当選 569 守谷　丹吾 無新

当選 565.408 志田　俊夫 公現

当選 532 遠藤　幸一 無現

当選 423 佐竹　典明 共現

次点 423 衣袋　捷二 無現
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＊小数点以下は、案分により計算された得票。
　同数の佐竹、衣袋氏の当落はくじ引きによる。　

（４月28日白鷹町選挙管理委員会告示）

新議員と町執行部の記念撮影
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地域づくりはみんなが主役です

　「まちづくり総合助成事業」とは、町内会やサークルなど、町民の自主的な団体が自分たちの手でまちづくり事

業を行う場合、その経費の一部を助成する事業です。

　平成14年度はコミュニティ関連事業、郷土文化の保存伝承など３件の事業について、地域の住民が主人公となっ

て積極的に取り組まれました。

　「ふるさと創生」町内版ともいえるこの事業を契機に、今後、ますます地域の活性化が期待されます。

●コミュニティ関連事業

テレビ共同受信施設整備事業

申 請 団 体　大瀬テレビ共同受信施設組合
代　　　表　後藤　忠男
認定事業費　1,575,000円
助　成　金　787,000円

　大瀬地区はテレビ難視聴地域のため、ＮＨＫの共同受信施設によりテレビ放
送を受信していますが、老朽化に伴う共同受信施設の大規模改修に対して助成
したものです。当地区では、地域内の戸数が減少しており高齢化も著しいこと
から、施設更新に対する負担金が高額になるため辺地地域の特例として本事業
で対応しました。今後、共同受信施設は子どもからお年寄りまで幅広いコミュニティの情報源として活用されます。
辺地地域…交通条件及び自然的、経済的、文化的諸条件に恵まれず、他の地域に比較して大変な地域で、住民の数や公共施設までの距離など政令

　　　　　で定める要件に該当しているものをいう。白鷹町では黒鴨、大瀬、針生の３地区が該当。

中山地区名所案内板設置事業

申 請 団 体　中山地区活性化推進会
代　　　表　今野　慶作
認定事業費　776,538円
助　成　金　385,000円
　中山地区では、スキーやパラグライダーをはじめ、サンシャイントライアル、
アジア国際音楽祭などのイベントも行われ、「まあ・どんな会」の活動もスター
トするなど、訪れる観光客等が増えてきている中で、水芭蕉の群生地をはじめ
地区の名所を紹介する案内看板を白鷹スキー場内に整備したものです。これを
機に、さらに多くの人びとに中山地区のすばらしさを知っていただき、地域の活性化に結びつけていきます。

●郷土文化の保存伝承

桑並木整備事業

申 請 団 体　桜の里づくり推進委員会
代　　　表　佐藤　敏彦
認定事業費　1,079,400円
助　成　金　536,000円

　蚕桑の歴史と先人の業績を後世に伝えていくため、地区の名前の由来でもあ
る桑の木を湧泉パーク内に移植し桑並木を整備したものです。これらの木は、
樹高が高くなる「赤木」という種類の桑の木で、地区内の桑園に残っていた古
木を所有者に提供いただいたものです。今後、隣接する蚕桑小学校の学習など
にも活用される予定もあり、当地区の特色を生かし「蚕と桑のふるさと」として後世に伝え、地域のさらなる発展を目指し
ます。

平成14年度「まちづくり総合助成事業」の成果です
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平成15年度より

「協働のまちづくり推進

助成事業」に変わります。

　昭和63年からこれまで、皆さんの自主的
なまちづくりを支援してきた「まちづくり
総合助成事業」を見直し、今年度から新たに、
皆さんと町が協働で進めるまちづくりを目
指して、「協働のまちづくり推進助成事業」
により主体的な地域づくり活動を支援して
いきます。新たな地域づくりのアイディア
などがありましたら、ぜひご相談ください。

●助成の対象となる事業

①地域づくり

　コミュニティ施設等の整備、地域特性を

　生かした施設等の整備、地域の景観形成、

　研修会の開催、調査研究など

②歴史・文化

　歴史文化の保存伝承、郷土史発刊、郷土料

　理の伝承活用、新たな芸術文化活動など

③イベント・交流拡大

　大会、祭り、シンポジウム、都市交流など

④新分野チャレンジ

　ＮＰＯ・ボランティアの立ち上げ、コミ

　ュニティビジネスの立ち上げ、特産物の

　開発など

●手続きの方法

①申請

　事業の助成を受けようとする団体は、町

が指定する「協議書」を町長に提出した後、

必要な手続きをします。事業の計画性を高

めるために、「協議書」の受付は年３回とな

ります。

・第１回受付：６月16日（月）まで

・第２回受付：９月16日（火）まで

・第３回受付：12月15日（月）まで

②助成額

　助成額は、事業費が20万円以上の事業に

対し、予算の範囲内でその事業費の47.5％

以内。ただし、助成額は95万円が限度です。

③助成金交付の決定

　助成金交付の決定は、提出された「協議

書」を選定委員会で検討した後、手続きを

経て町長が決定します。

●詳しくは…

企画課企画・鮎貝まちづくり推進係（☎85

－6123：担当　菅原・大木）までお問い合

わせください。

みなさんの文化活動を支援します
平成14年度の生涯学習推進助成事業を紹介します
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民
を
対
象
と
し

た
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
、

ほ
か
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
自
主
活
動
及
び
学
習
、
研
修
、

研
究
な
ど
の
発
表
に
関
わ
る
事

業②
講
演
会
、
講
習
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
か
か
わ
る
事
業

③
調
査
、
試
作
な
ど
の
発
表
に

関
わ
る
事
業

④
そ
の
ほ
か
町
長
が
認
め
る
事
業

補
助
金
�
交
付
�
申
請
�
�
�
�

　

所
定
の「
協
議
書
」（
申
請
書
）

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
「
協
議
書
」
の
内

容
を
選
定
委
員
会
で
審
査
し
、

交
付
す
る
か
し
な
い
か
を
決
定

し
ま
す
。

助
成
金
�
額

　

対
象
事
業
に
決
定
し
た
と
き

は
、
予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
事

業
に
必
要
な
経
費
の
47
・
５
％

以
内
の
額
を
助
成
し
ま
す
。
た

だ
し
、
助
成
の
対
象
と
な
る
事

業
は
総
事
業
費
が
10
万
円
以
上

の
も
の
と
し
、
助
成
す
る
金
額

は
最
高
47
万
５
０
０
０
円
ま
で

で
す
。

■
窓
口
・
問
い
合
わ
せ　

教
育

委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

田勢康弘氏講演会

実施主体…桜の里づくり推進委員会

　　　　　（会長　佐藤敏彦）

実施月日…平成14年６月28日

実施場所…さくらの里文化伝承館

助 成 額…６万1000円

第6回ハーモニーコンサート

実施主体…ハーモニーコンサート

　　　　　　　　　　実行委員会

　　　　　（代表　御代田修）

実施月日…平成14年11月16日

実施場所…鮎貝地区公民館

助 成 額…29万円

佐藤文隆氏講演会

実施主体…白鷹町学校教育研究所

　　　　　（所長　加藤孝壽）

実施月日…平成14年11月27日

実施場所…パワーセンター白鷹

助 成 額…15万円



日
本
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
白
鷹
�
�
�
�
�
�
�

　

全
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
は
２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
銀
メ
ダ
ル
、
２

０
０
２
年
世
界
選
手
権
で
は
惜
し

く
も
銀
メ
ダ
ル
で
し
た
が
、
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
大
会
で
は

念
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
あ

と
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル

だ
け
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
リ
ー
グ
は
日
本
代
表
だ
け

で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
集

う
世
界
最
高
峰
の
リ
ー
グ
で
す
。

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

１
部
に
は
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

２
回
戦
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
2
節
ま
で
の
結
果
、
全
勝
が

豊
田
自
動
織
機
、
日
立
＆
ル
ネ
サ

ス
高
崎
、
１
敗
が
ミ
キ
ハ
ウ
ス
と

日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
接
戦
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

第
6
節
は
前
半
戦
の
最
終
節
で

各
チ
ー
ム
と
も
力
が
入
っ
て
い
ま

す
。
世
界
レ
ベ
ル
の
ス
ピ
ー
ド
と

パ
ワ
ー
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

▼
入
場
券
販
売　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
ま
た

は
各
地
区
公
民
館

▼
料
金

前
売
り
券
…
一
般
８
０
０
円　

　
　
　
　
　

中
高
生
５
０
０
円

当
日
券
…
一
般
１
０
０
０
円

　
　
　
　

中
高
生
７
０
０
円

＊
小
学
生
以
下
無
料

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
販
売　

当
日
８
０

０
円
で
販
売
し
ま
す
。

＊
プ
ロ
グ
ラ
ム
購
入
者
に
は
抽
選

会
が
あ
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85
－

６
１
４
７
）

第
�
節
山
形
大
会
�見

�
�
�

　

昨
年
、
投
球
距
離
が
92
㌢
伸
び

た
こ
と
で
打
者
が
有
利
に
な
り
ま

し
た
。
確
か
に
豊
田
織
機
を
は
じ

め
、
打
率
が
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム

で
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

反
面
、
不
利
に
な
っ
た
は
ず
の

投
手
で
も
、
打
た
せ
な
い
こ
と
で

成
績
を
あ
げ
た
の
は
、
ス
ミ
ス

（
豊
田
織
機
）、
高
山
樹
里（
豊
田

織
機
）、
ロ
ー
チ
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）、

庄
子
（
太
陽
誘
電
）、
高（
デ
ン
ソ

ー
に
移
籍
）
が
い
ま
す
。
投
球
距

離
を
長
く
す
る
国
際
ル
ー
ル
改
正

は
、
技
巧
派
投
手
の
多
い
日
本
た

た
き
を
噂
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

日
本
に
も
本
格
派
投
手
が
育
っ
て

い
ま
す
。

ミ
キ
ハ
ウ
ス
（
昨
年
第
２
位
）

　

ま
ず
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

出
場
す
る
こ
と
を
目
標
に
一
戦
一

戦
大
事
に
戦
い
ま
す
。

メ
ラ
ニ
�
・
ロ
�
チ（
ア
メ
リ
カ
）

は
奪
三
振
数
ト
ッ
プ
（
１
試
合
当

り
12
・
９
個
）

ナ
タ
リ
�
・
ワ
�
ド
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）
は
昨
年
本
塁
打
４
本

田
中
幹
子
は
リ
ー
グ
打
率
８
位

（
０
・
３
４
３
）

豊
田
自
動
織
機
（
昨
年
第
3
位
）

　

初
心
に
返
り
、
基
本
に
戻
っ
て
、

一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

ミ
�
シ
�
ル
・
ス
ミ
ス
（
ア
メ
リ

カ
）は
防
御
率
ト
ッ
プ（
０
・
０
７
）

堀
口
栄
子
は
リ
ー
グ
打
率
ト
ッ
プ

（
０
・
４
０
９
）

前
川
仁
美
は
昨
年
本
塁
打
４
本

太
陽
誘
電
（
昨
年
６
位
）

　

実
力
を
つ
け
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
進
出
を
目
指
し
ま
す
。

山
路
典
子
は
昨
年
打
点
４
位
（
13

点
）

新
井
直
美
�
掛
川
久
恵
�
山
路
典

子
は
本
塁
打
と
も
に
４
本

上
西
晶
は
盗
塁
５
個
、
新
井
直
美
�

霜
田
亜
希
子
は
盗
塁
４
個

デ
ン
ソ
�
（
昨
年
７
位
）

　

Break through!!

（
突
破
す
る
）

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ベ
ス
ト
４
を
狙

い
ま
す
。

安
藤
美
佐
子
は
シ
ョ
ー
ト
で
の
守

備
率
１
０
０
％

増
渕
ま
り
子
は
ほ
と
ん
ど
の
試
合

を
投
げ
抜
き
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍

高
夕
子
は
東
邦
銀
行
か
ら
移
籍
、

心
機
一
転
増
渕
と
投
手
の
両
輪
を

組
む
。

シ
オ
ノ
ギ
製
薬

　

ま
ず
先
取
点
！　

取
ら
れ
た
ら

取
り
返
す
、
粘
り
強
い
攻
守
走
を

身
に
つ
け
日
本
一
に
挑
戦
。

藤
本
珠
貴
は
ほ
と
ん
ど
一
人
で
投

げ
抜
い
た
。

北
村
武
子
は
昨
年
盗
塁
４
個
と
機

動
力
を
発
揮
。

伊
予
銀
行

　

昨
年
の
経
験
を
財
産
に
、
チ
ー

ム
力
２
割
ア
ッ
プ
で
上
位
を
め
ざ

し
ま
す
。

宮
本
奈
美
子
は
昨
年
本
塁
打
３
本

和
泉
麻
依
子
は
昨
年
打
率
０
・
３

２
８
と
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

�

�
�
�
紹
介

アテネオリンピック出場決定！

日本女子ソフトボールリーグ
山形大会

❻



組み合わせ
６月７日　　
　10：00　伊予銀行　　　対　デンソー
　12：00　豊田自動織機　対　シオノギ製薬
　14：00　太陽誘電　　　対　ミキハウス
６月８日
　10：00　デンソー　　　対　シオノギ製薬
　12：00　ミキハウス　　対　伊予銀行
　14：00　豊田自動織機　対　太陽誘電



❽

業務名 コンピューター登録されている項目 処理状況

住民記録 世帯番号、個人番号、氏名、生年月日、性別、世帯主名、続柄、住民となった日、住所、本
籍地、筆頭者、前住所、転出先住所、住所コード、印鑑登録番号、選挙資格の有無、投票区、
国民健康保険の資格に関する事項、国民年金の資格に関する事項、退職者医療に関する事項、
学校区、外国人区分

住民登録、異動処理、証明・
届書発行、印鑑登録原票
作成、国民健康保険者の
資格異動、国民健康保健
証発行、老人医療受給者
の資格異動

国民年金 被保険者の記号・番号、保険料種別、資格異動に関する事項、免除に関する事項、口座振替
に関する事項、納付内容の履歴に関する事項、年金保険料納付状況

被保険者の登録・異動、
納付書発行、口座振替処
理、未納通知書発行、年
金受給金額試算

国民健康保険 被保険者記号番号、国民健康保険の資格に関する事項、福祉医療証番号、福祉医療の資格に
関する事項、高額療養費に関する事項、老人医療費に関する事項（一部）

医療給付の支援

印鑑登録証明 印影、印鑑登録日、印鑑番号 印鑑登録、印鑑証明書発行

軽自動車税 登録番号、登録・廃車年月日、異動事由、異動年月日、車種、税額、納付額・年月日、非課
税・身障減免区分、未納額、過誤納額、車体番号など

軽自動車税の賦課・年間
異動、納付書作成

税収納 税目、期別、納付区分、納期限、入金回数、入金額（本税促手数料、延滞金 )、入金年月日、
納付金融機関番号、督促状、催告状発布判定、未納額、そのほか滞納処分判定・年月日、解
除年月日

各税入金の収納整理、督
促状などの作成、滞納処
分資料の作成

確定申告支援 所得に関する事項（事業・不動産・給与・雑・譲渡等）、控除に関する事項（医療費・社会保
険・生命保険・損害保険・人的等）、税額控除に関する事項（住宅・配当等）

所得税確定申告、町県民
税申告

家屋評価 建物（非木造を除く）を新増築したかたの個人情報、新増築した図面・面積・評価額 家屋の評価額

上下水道
使用料

年度・月区分、使用者氏名、水栓所在地、請求者住所・氏名、使用者番号、徴収区分、用途
区分、口径、使用水量、上下水道使用料、量水器口径区分、量水器使用料、栓数、銀行・口
座番号、収納年月日、収納金額、督促区分、メーターに関する情報

上下水道使用料徴収

福祉支援
（高齢者福祉）

登録番号、取扱日、取扱動機、民生委員名、氏名、性別、生年月日、家族類型、住所、電話
番号、緊急連絡先、世帯の状況、医療の状況、身体・精神の状況、日常生活の状況、住居の
状況、入退院の状況、老健施設利用の状況、サービスの利用状況、サービスの希望状況、意
見・要望、生計中心者の状況、処遇方針、所得税、住民税

高齢者福祉・障害者福祉、
健康福祉センター窓口支
援、在宅介護支援センター

福祉支援
（障害者福祉）

身障手帳番号、総合等級、運賃種別、交付年月日、氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、
視力、聴力、障害部位名、障害名、障害原因名、保護者情報、家族情報、所得税、住民税、
サービス利用状況、補装具、日常生活用具、更生医療、身障施設

介護保険 被保険者番号、被保険者証交付年月日、住所、氏名、生年月日、性別、続柄、認定調査票、
主治医情報、医師意見書、要介護認定情報、居宅介護支援事業者情報、介護サービス利用情
報、施設入所情報、住民税、所得税、介護保険料階層区分、口座情報、介護保険料納付情報、
滞納処分情報、生活保護受給情報、国民年金受給情報、厚生年金受給情報、老人医療受給情
報、高額介護費支給情報

介護保険資格記録管理業
務、介護保険料賦課・収
納業務、介護保険受給者
管理業務、介護保険給付
実績管理業務、認定審査
業務

児童手当
保育料計算

個人番号、氏名、住所、性別、電話番号、金融機関名、児童氏名、所得額、被用区分
園児氏名、生年月日、性別、保護者氏名、電話番号、住所、方書、保育所名、措置期間、所
得税、住民税、固定資産税、階層、保育料

児童手当
保育料計算

健康管理 基本情報（住所、地区名、町内名、世帯主名、氏名、生年月日、性別、続柄、個人コード、
電話番号）、各種検診情報、予防接種情報、生活習慣調査情報、在宅療養者情報

成人検診、予防接種、在
宅ケア、成人指導、人間
ドック、保健指導、在宅
療養者支援

農業委員会
農家管理

個人情報（地区名、世帯主名、住所、電話番号、郵便番号、氏名、生年月日、性別、続柄、
農業者年金、国民年金、離農年月日、認定農業者年月日）、土地に関する情報、農業委員選挙
資格の有無、賃貸借情報、使用貸借などに関する契約情報

農地管理、農地移動処理、
農家台帳の作成、農業委
員会総会議案書作成、耕
作証明書発行、生前一括
贈与特例に関する証明発
行、土地情報分析調査

財務会計、
水道企業会計

債権者番号、名称、住所、代表者氏名、電話番号、金融機関名、口座番号、支払額 歳入歳出執行管理

住民基本台帳
ネットワーク

氏名、生年月日、性別、住所、住民票コード、付随情報 国の機関等への本人確認
情報の提供

町のコンピューター利用についてお知らせします
　現在の高度情報化社会で、最も心配されているのがプライバシー保護の問題です。コンピューターに記録された

町民の「個人情報」を保護するため、「白鷹町電子計算機処理に係る個人情報の保護に関する条例」が定められてい

ます。

　この条例に基づき、町がコンピューター利用している個人情報の記録項目と処理状況をお知らせします。

■問い合わせ  企画課情報係（☎85－6124）



 
大
切
�
土
地
�
守
�

地 
籍 

調 

査

�

今
年
度
�

　
　
　

大
瀬
地
区
�
�

地
籍
調
査
�
�
�

　

地
籍
調
査
は
、
土
地
の
現
況
を

調
査
す
る
も
の
で
、
一
筆
ご
と
の

土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
、

地
番
及
び
地
目
の
調
査
並
び
に
境

界
の
測
量
及
び
面
積
の
測
定
を
行

い
、
地
図
（
地
籍
図
）
及
び
簿
冊

（
地
籍
簿
）
を
作
成
す
る
も
の
で

す
。

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
土

地
の
表
示
に
関
す
る
登
記
が
書
き

替
え
ら
れ
、
ま
た
、
字あ
ざ

限ぎ
り

図
に
替

わ
っ
て
地
籍
図
が
登
記
所
の
備
え

付
け
の
地
図
と
し
て
保
存
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
の
際
、
条
件
に
応
じ

て
、
土
地
の
分
筆
や
合
筆
を
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

調
査
で
は
、
土
地
所
有
者
の
か
た

が
、
自
分
で
変
更
な
ど
の
登
記
申

請
を
す
る
必
要
が
な
く
、
登
録
免

許
税
な
ど
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

調
査
�
�
�
�
方
�
�

　

平
成
15
年
度
に
調
査
す
る
地
域

は
、
大
字
大
瀬
の
う
ち
上
の
図
の

範
囲
で
す
。

①　

ま
ず
、
土
地
所
有
者
の
か
た

は
、
自
分
で
境
界
杭
を
打
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
隣
接
し
て
い

る
土
地
の
所
有
者
と
必
ず
立
ち
会

っ
て
境
界
を
確
認
し
た
う
え
で
杭

を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

分
の
所
有
地
内
で
あ
っ
て
も
、
宅

地
と
畑
と
い
っ
た
よ
う
に
地
目
が

異
な
る
所
に
は
、
地
目
境
の
杭
を

打
っ
て
く
だ
さ
い
。

②　

境
界
杭
の
設
置
が
終
わ
る
と
、

農
林
課
か
ら
係
員
が
現
地
調
査
に

伺
い
ま
す
。
そ
の
際
、
土
地
所
有

者
の
か
た
は
正
し
い
調
査
が
で
き

る
よ
う
に
立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。

③　

境
界
杭
の
確
認
が
終
わ
る
と
、

引
き
つ
づ
き
す
べ
て
の
境
界
杭
を

測
量
し
ま
す
。

　

調
査
の
概
要
は
以
上
で
す
が
、

詳
し
く
は
、
土
地
所
有
者
の
か
た

に
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
地
籍
調

査
係
（
☎
85

－

６
１
２
６
）

●お互いに立ち会って杭を立ててください。
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知
�
�
�
�
�
�
�
子
�
�
読
書
�
日
�

子
�
�
読
書
�
日
懇
談
会
開
催

　「子ども読書の日」の４月23日、八幡ニ
公民館で「子ども読書の日懇談会」が開か
れました。読書に関心の高い人たち30人ほ
どが、「こんな本を子どもたちに」と題する
菊地とく町立図書館長による講話と読み聞
かせを楽しみました。その後、子どもたち
の読書活動の実態や環境などについて、話
し合いが行われました。生涯にわたって読
書を楽しむには、子ども時代から本に接す
ることが大事だということでした。

10

　４月20日、荒砥駅前において荒砥駅前周
辺整備・交流施設竣工式が行われ、和太鼓
演奏のアトラクションなどで完成を祝いま
した。荒砥駅前交流施設は、駅舎機能に加
え、八幡二分館の機能と、待合室を兼ねた
資料館の機能を持っています。資料館には、
三浦文吉さんから寄贈いただいた「ものず
き村」の生活古民具や掛け軸などの展示物
が展示されています。ぜひ一度ご覧くださ
い。

心
�
引
�
締
�
社
会
�
�
�
�
�
�
学
�

荒
砥
駅
前
周
辺
整
備
�
交
流
施
設
竣
工
式

�
�
�
�
�
�
�
�
少
年
団

決
意
�
新
�
�

活
動
�
開
始
�
�
�
�

　

４
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で

「
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同

結
団
式
」
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
、
芳
賀
繁
男
本
部

長
か
ら
５
９
１
人
28
団
の
代
表
者

に
団
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
を

代
表
し
て
荒
砥
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
横
山
大
輔
さ
ん
に
委
嘱
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　５月３日から５日にかけて、ソフトボー
ルフェスティバルが行われました。この大
会は、べにばな国体の開催を記念して毎年
開かれています。県内外の高校女子24チー
ムが出場しました。開催中は天候にも恵ま
れ、熱戦が繰り広げられました。
１位　本庄第一高等学校（埼玉県）
２位　古河第二高等学校（茨城県）
３位　上山明新館高等学校（山形県）
３位　専修大学北上高等学校（岩手県）

高
校
女
子
24
�
�
�
�
交
流
戦

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　４月24日、ふるさと森林公園において、
「大平山自然愛護会」桜の植樹記除幕式が
行われました。これは、大平山自然愛護会
の会員の皆さんが「森林公園を桜の名所に
したい」と植樹したのを記念して建てられ
たものです。会員の皆さんからの善意の寄
付と「コメリ緑の会」助成金をいただき苗
木を購入。昨年100本、今年も４月に100本
の桜を会員の奉仕作業で植樹しました。

�
�
�
�
森
林
公
園
�
桜
�
名
所
�

�
大
平
山
自
然
愛
護
会
�桜
�
植
樹
記
除
幕
式



「健康まつり」手づくりおやつコンクール優秀賞作品

「かぼちゃケーキ ｣　

新野美恵子さん、金田けさ子さん（蚕桑）

▼材料と分量　
かぼちゃ500グラム、ケーキ用マーガリン100グラム、砂糖１カ

ップ、薄力粉２カップ、塩少々、ワインビネガー大さ

じ１（酢でも可）、牛乳１／２カップ、重曹小さじ１、

レーズン100グラム、卵２個

▼作り方　
①かぼちゃをふかし皮をとり、つぶす。

②マーガリンと砂糖を混ぜる。（湯煎にかける）

③ワインビネガー、牛乳、重曹を混ぜる。

④薄力粉（小麦粉）、卵、塩、レーズンを混ぜる。

⑤①～④を混ぜ、型に流し入れ、190℃のオーブンで

　30～35分焼く。

▼ポイント

・かぼちゃの変わりにバナナ２本でもよい。

・オーブンによって焼き上がる時間が異なるので調節

　する。

東
北
電
力
株
式
会
社

長
井
営
業
所
様
�

　

蛍
光
灯
防
犯
灯
12
灯

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
様
�
県
共
済

農
協
連
合
会
様
�

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基

髙
橋
敏
郎
様
�
浅
立
�
�

　

現
金
10
万
円

　

（
福
祉
の
た
め
に
）

髙
梨
幸
夫
様
�
十
王
�
�

　

卓
球
台
２
台
、
用
具
一
式

　

（
山
峡
体
育
館
へ
）

長
谷
川
俊
夫
様
�
畔
藤
�
�

　

洋
式
ト
イ
レ
１
台

梅
村
和
子
様
�
長
井
市
�
�

　

深
山
焼　

黒
鴨
鉄
窯
変
耳
付
花

　

入
１
点
、
黒
鴨
硯
１
点

野
澤
敏
子
様
�
鮎
貝
�
�

　

現
金
３
万
円

　

（
福
祉
の
た
め
に
）

梅
津
五
郎
様
�
東
京
都
�
�

　

洋
画
１
０
４
点

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北
様
�

　

ケ
ヤ
キ
１
本
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ

　

ク
ラ
４
本

　
（
荒
砥
駅
前
交
流
施
設
敷
地
へ
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
14
年
度
�
�
町
�
�
�
�

�
�
寄
付
�
�
�
�
�
�
�
�

　３月18日と24日、「男性のための食生活講
座」が開催されました。これは男性の食生
活の自立と食事を通して健康への関心を高
めることを目的に開催されたものです。１
回目は、ご飯の炊き方など基本を学び、２
回目では中華料理に挑戦しました。20代～
60代の男性約30人が参加し、「今まで料理に
ついては文句ばかり言っていたが、実際作
ってみると大変だ」と、慣れない手つきで
料理に悪戦苦闘していました。

男
�
�
�
�
家
庭
料
理

男
性
�
�
�
�
食
生
活
講
座

　４月19日、紅花の花咲かせ隊の皆さんが、
国道348号沿線の花壇と萩野地内の畑に紅
花の植栽を行いました。これは、初夏を紅
花で観光と交流のまちづくりを進めるため
に、町の玄関口国道348号線から白鷹山ろ
くを紅花で彩り、新しい地域型観光を推進
するために行われたもの。当日は、ボラン
ティアとして約30人が参加し、紅花の種を
丁寧にまいていました。

紅
花
�
観
光
�
交
流
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
紅
花
�
植
栽

ホ
�
ク
ス
会
様
�

　

現
金
10
万
円

　

（
福
祉
の
た
め
に
）
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読
売
書
法
展

幹
事
出
品　

嶋
林
旭
峰
（
荒
砥
）

入
賞　

奥
山
玉
舟
（
荒
砥
）

入
選　

馬
場
芳
苑
（
横
田
尻
）

謙
慎
書
道
展

理
事
出
品　

嶋
林
旭
峰
（
荒
砥
）

入
賞　

奥
山
玉
舟
（
荒
砥
）

　
　
　

海
野
翠
玉
（
鮎
貝
）

　
　
　

長
谷
部
白
萩
（
鮎
貝
）

山
形
県
総
合
県
展

理
事
出
品　

嶋
林
旭
峰
（
荒
砥
）

＊
白
鷹
書
道
会
で
は
、
新
年
度
よ

り
読
売
書
法
展
、
謙
慎
書
道
展
な

ど
の
各
展
に
入
賞
入
選
さ
れ
た
か

た
が
た
を
広
報
し
ら
た
か
で
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
白
鷹
町
書
道
会
会
長　

石
澤
仰
峰
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



環
境
�
�
�
�

　

廃
棄
物
不
法
投
棄
の
早
期
発
見

及
び
未
然
防
止
に
努
め
、
ご
み
の

な
い
ク
リ
ー
ン
な
町
の
実
現
を
図

る
た
め
、
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び

不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
な
ど
を
集

中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
不

法
投
棄
現
況
確
認
及
び
現
場
点
検

作
業
を
週
２
回
（
火
・
金
）
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度
の
実

績
と
し
て
、
可
燃
ご
み
１
５
４
０

12

�
月
�
10
月
�

不
法
投
棄
�
�
�
�
�
強
化
月
間
�
�

㎏
、
不
燃
ご
み
１
３
６
０
㎏
、
合

計
２
９
０
０
㎏
も
の
不
法
投
棄
物

が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の

と
し
て
、
弁
当
の
か
ら
箱
や
空
き

缶
な
ど
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
不
法
投
棄
・
ポ

イ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
内
な
ど
で
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
の
ご
み
拾
い
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
事
前
に
ご
連
絡
を

い
た
だ
く
と
、
ご
み
袋
の
無
償
提

供
及
び
回
収
さ
れ
た
ご
み
を
処
分

し
ま
す
。（
子
供
会
の
集
団
回
収
と

は
異
な
り
ま
す
。）

　

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
多
く

の
皆
さ
ん
の
目
で
監
視
し
、
住
み

よ
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

町
民
課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係

�
☎
85
�
６
１
３
１
�

５月13日は、高い山の日です。山頂ま
で行かなくても、白鷹山の麓、新緑の
季節に歩いてみたいコース。

○疲れないクツ選び

①メッシュなど通気性の良い素
　材を選ぶことで、ムレや湿気
　から起きる靴ずれを予防
②足のサイズだけでなく、甲を
　含めた幅と周囲のフィット感
　が大切
③膝や腰、足首などの関節を痛
　めないため靴底は厚く柔らか
　い（特にかかとは）衝撃吸収
　素材が使われているものを選
　びましょう

○ウォーキングによるけがや筋
　肉痛を予防するため、歩く前
　後にはストレッチング体操を
　実行しましょう

歩いた後は靴を脱ぎ、マッサージをしたり、入浴や足を高くして血行をよくし疲れた足をリフレッシュ



�
�
�
�
��

思
�
�
�
�
��

櫻
�
��

薄
紅
��

花
�
�
�
�

�
　

西
行
が
文
治
３
年
（
１
１
８
７

年
）、出
羽
の
国
に
旅
し
、
山
形
市

内
の
山
中
で
詠
ん
だ
有
名
な
歌
で

あ
る
が
、
推
定
樹
齢
５
０
０
年
か

ら
１
０
０
０
年
前
後
の
エ
ド
ヒ
ガ

ン
桜
を
、
山
家
集
な
ど
「
古
典
」

誕
生
の
こ
ろ
に
植
え
ら
れ
た
も
の

と
見
立
て
、
白
鷹
町
で
は
古
典
桜

と
呼
ぶ
。

　

荒
砥
八
幡
神
社
境
内
の
八
乙
女

種
ま
き
ザ
ク
ラ
は
、
拝
殿
に
向
か

っ
て
敷
か
れ
た
石
畳
の
傍
ら
に
、

数
本
の
木
製
の
支
柱
に
支
え
ら
れ

て
、
よ
う
や
く
立
っ
て
い
る
エ
ド

ヒ
ガ
ン
の
古
樹
で
、
木
の
裏
側
に

ま
わ
る
と
幹
は
ほ
と
ん
ど
朽
ち
果

て
て
し
ま
い
空
洞
と
な
り
、
皮
の

部
分
が
な
ん
と
か
残
り
、
や
っ
と

の
こ
と
で
木
全
体
の
倒
壊
を
逃
れ

て
い
る
。
人
の
目
に
は
見
え
な
い

木
の
精
が
幹
周
り
を
支
え
て
い
る

よ
う
で
、
奇
跡
と
も
思
え
る
。

　

昨
年
の
７
月
末
か
ら
８
月
に
か

け
て
、
樹
木
医
の
大
津
正
英
氏
の

指
導
を
得
、
こ
の
古
典
桜
の
保
護

増
殖
工
事
が
行
わ
れ
た
。
工
事
費

用
は
２
０
０
万
円
を
超
え
、
半
分

は
地
元
の
保
存
会
が
負
担
し
た
。

　

八
乙
女
種
ま
き
ザ
ク
ラ
は
、「
荒

砥
町
誌
」（
昭
和
29
年
発
行
）
に
よ

る
と
、「
種
蒔
桜
と
称
さ
れ
、
空
を

摩ま

し
て
高
く
聳そ
び

え
、
開
花
期
に
は

遠
く
か
ら
も
望
見
さ
れ
、
そ
の
下

に
花
見
の
筵
む
し
ろ

を
敷
く
風
流
人
も
い

る
。」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

「
ふ
た
り
笠
」
は
、
江
戸
時
代

後
期
の
米
沢
藩
士
に
よ
る
下
長
井

地
方
の
紀
行
文
集
で
あ
る
が
、「
文

化
８
年（
１
８
１
１
年
）３
月
７
日
、

小
出
の
里
を
出
て
松
川（
最
上
川
）

を
舟
に
て
わ
た
り
、
伊
佐
沢
の
山

路
に
か
か
る
。
名
に
負
ふ
種
蒔
ざ

く
ら
の
梢
、
や
や
あ
か
ら
む
。」と

あ
り
、
久
保
桜
は
、
当
時
す
で
に

有
名
な
種
ま
き
桜
で
あ
っ
た
。

鮎
貝
赤
坂
の
薬
師
ザ
ク
ラ
も
安

政
２
年
（
１
８
５
５
年
）
刊
行
の

「
東
講
商
人
鑑
」
に
、
は
っ
き
り

と
種
ま
き
桜
と
図
示
さ
れ
て
い
る
。

山
際
の
十
二
の
桜
に
つ
い
て
も
、

種�
�

蒔�

�
桜
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わ
た
し
た
ち
荒
砥
高
校
で
は
、

４
月
８
日
に
88
名
の
新
入
生
を
迎

え
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
愛
す

る
荒
高　

変
え
て
み
せ
ま
す
荒
高

生
」
を
か
か
げ
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
全

校
生
徒
３
１
３
名
力
を
合
わ
せ
精

一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

４
月
25
日
に
生
徒
会
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
総
会
で
は
、
生

徒
会
の
委
員
会
の
活
動
や
年
間
計

画
、
日
ご
ろ
の
活
動
を
振
り
返
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
荒
砥
高
校
を

ど
う
変
え
て
い
け
る
か
、
ま
た
生

徒
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
討
議
し

ま
し
た
。

　

今
の
荒
砥
高
校
は
、
部
活
動
も

活
発
に
な
り
い
ろ
い
ろ
な
面
で
変

化
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

服
装
や
生
活
態
度
の
面
で
も
変
化

を
お
見
せ
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
荒
砥

駅
入
り
口
に
荒
砥
高
校
美
術
部
の

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
�
�
�
�
�

�
愛
す
る
荒
高　

変
え
て
み
せ
ま
す
荒
高
生
�

▼

春
季
高
校
総
体
の
壮
行
式
の
た
め
に

　

行
�
た
応
援
練
習
の
様
子

「
蚕
桑
の
郷
土
誌
」
に
種
ま
き
桜

と
書
い
て
あ
る
。

　

西
岡
秀
雄
氏
（
慶
應
義
塾
大
学

名
誉
教
授
）
に
よ
る
と
、「
山
の
神

は
春
に
な
る
と
、
山
を
下
り
て
田

に
宿
る
。
そ
の
前
に
桜
に
と
ど
ま

り
花
を
咲
か
せ
る
」
と
い
う
。
い

わ
ゆ
る
作さ
く

神が
み

信
仰
に
お
け
る
依よ
り

代し
ろ

で
あ
る
。

　

桜
に
関
わ
る
坂
上
田
村
麻
呂
や

源
義
家
伝
説
は
、
あ
く
ま
で
も
後

世
の
創
作
で
あ
り
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン

の
大
樹
が
毎
年
み
ご
と
に
開
花
す

る
の
は
、
稲
の
豊
作
を
祈
願
す
る

農
民
た
ち
の
、
数
百
年
に
わ
た
る

手
厚
い
保
護
の
結
果
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

白
鷹
町
内
に
は
薬
師
ザ
ク
ラ
や

釜
ノ
越
サ
ク
ラ
な
ど
、
県
指
定
・

町
指
定
天
然
記
念
物
の
エ
ド
ヒ
ガ

ン
桜
が
７
本
あ
り
、
い
ず
れ
も
樹

齢
５
０
０
年
か
ら
１
０
０
０
年
を

超
え
古
典
桜
と
呼
ば
れ
る
。

　

白
鷹
の
古
典
桜
の
よ
う
に
、
樹

齢
５
０
０
年
を
超
え
る
エ
ド
ヒ
ガ

ン
桜
の
巨
樹
が
、
一
地
域
に
か
ぎ

っ
て
点
在
す
る
の
は
全
国
に
も
例

が
な
い
。
白
鷹
の
人
び
と
は
、
は

る
か
昔
か
ら
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
巨
木

を
畏
敬
し
豊
作
を
願
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。

（
教
育
委
員
会
文
化
振
興
係
）
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１
２
３

５
４

あらと保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

春見つけたよ！
みんなで春探しの散歩にでかけまし
た。
子ども「せんせい、つくしんぼうっ
　　　てあまーいにおいがするよ！
　　　とうもろこしのにおいだよ」
せんせい「え！本当？」
　　（形はちょっと似てるけど）
子ども「どれどれ…」と、においを
かいでみました。すると…

●防災シリーズ２　そのときどうする !?
住宅防火は
家族みんなの

心がけ！

☆全国の火災件数…63,569件

☆建物火災…………34,106件

☆住宅火災…………19,619件

コンロ
◆調理中キッチンを離れるときは必ず火を消す。
◆コンロは壁から離しておく。
◆コンロの周りを整理整頓しておく。

放　火
◆家の周りに燃えやすいものを置かない。
◆車庫や物置などにはカギをかける。
◆ゴミは収集日の朝、決められた場所に出す。

タバコ
◆寝タバコはしない
◆吸い殻は必ず灰皿に捨てる。
◆灰皿に吸い殻をためない。

ストーブ
◆ストーブの周囲に燃えやすい物やスプレー缶
　などを置かない。
◆給油は必ず火を消してから行う。
◆部屋を離れるときはストーブを消火する

電灯・電話等
の配線

◆たこ足配線はしない。
◆電気コードの上に重いものを置かない。
◆コンセントの周りにホコリをためない。

【住宅火災による犠牲者の実態】

全国で１年間に1185人もの尊い命がなくなっており、

約半数が65歳以上です。

　65歳以上………571人（48.2％）

　6歳～64歳 ……575人（48.5％）

　5歳以下…………36人（3.1％）

　年齢不明…………3人 (0.2％）

【サイレン】

白鷹管内で火災が発生すると役場庁舎のサイレンを吹

鳴します。

　　最上川を境にして

　　　●川東……２回

　　　●川西……３回

■問い合わせ　消防署白鷹分署（☎85－5242）

〔原因ベスト５と対策〕

せんせい「本当！あまーいにおい、
　　　　焼きとうもろこしのにおい
　　　　だね！」
とってもおいしいにおいに感激しま
した。
散歩の途中で、雨が降ってきました。
子ども「やさしい雨だから冷たくな
　　　いね。春の雨だね！」
本当に気持ちのいい春雨でした。
子どもたちの見つけた春でした。
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『重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）に係る相談窓口』設置のお知らせ

　２月以降アジアを中心に流行している重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の総合相談・渡航情報・健康相談につ

いて、相談窓口が設置されました。

　流行地域への渡航等で感染の心配のあるかたは、できるだけ早く次の機関にご相談ください。

●総合的な対応窓口

曜　　日 時      間 相談窓口 電話番号

平              日 8:30 ～ 17:00
県庁総務部危機管理室生活安全調整課 023-630-2550

土・日曜日・祝祭日 9:00 ～ 12:00

●渡航情報（危険情報）

曜　　日 時      間 相談窓口 電話番号

平　　　　　　　日 8：30 ～ 17:00 県庁文化環境部文化振興課国際室 023-630-2123

●健康相談の窓口

曜      日 時      間 相談窓口 電  話  番  号

平　　　　　　　日
 （月～金曜日）

8:30 ～ 17:00
各  保  健  所
地域保健予防課

村山保健所 023-627-1105

最上保健所 0233-22-5635

置賜保健所 0238-22-3002

庄内保健所 0235-66-4920

平　　　　　　　日 8:30 ～ 17:00
県庁保健薬務課 023-630-2315

土・日曜日・祝祭日 9:00 ～ 12:00

※ＳＡＲＳに関する情報は厚生労働省と国立感染症研究所（http://idsc.nih.go.jp/others/urgent/update.html）

　のホームページに掲載されています。ご活用ください。

※主な相談内容

重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の症状等についての相談、罹患の不安に対する相談、渡航する場合の注意事項

●重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）に伴う医療機関受診について

　重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）に関して医療機関へ受診する際は、あらかじめ電話で症状等を医療機関へ説

明のうえ、受診してくださるようお願いします。

広
報
直
通
便
�
�

町
営
�
�
��

�
�
�
�
�
�

　

わ
た
し
は
�
月
何
回
か
バ
ス
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
�
一
つ
だ

け
お
願
い
が
あ
り
ま
す
�
朝
９
時

30
分
の
バ
ス
に
乗
�
て
用
足
し
ま

す
が
�
早
く
終
わ
�
た
時
に
西
高

玉
の
帰
り
の
時
間
が
昼
12
時
30
分

し
か
な
く
困
�
て
い
ま
す
�
ほ
か

の
方
か
ら
も
聞
い
た
の
で
す
が
�

あ
と
１
時
間
く
ら
い
早
い
西
高
玉

行
き
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
�
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
�

金
子
み
つ
子
さ
ん
�
高
玉
�

�
答
�
�
�
�

　

い
つ
も
町
営
バ
ス
を
ご
利
用
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
営
バ
ス
「
パ
レ
ス
松
風
・
西

高
玉
線
」
は
１
日
５
便
運
行
（
休

日
を
除
く
）
し
て
い
ま
す
。
時
刻

の
設
定
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

町
立
病
院
の
診
療
時
間
に
合
わ
せ

て
設
定
し
て
い
ま
す
。
乗
り
遅
れ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
困
り
ま

す
の
で
、
診
療
が
終
わ
り
買
い
物

等
の
用
足
な
ど
が
終
わ
る
時
間
を

考
慮
し
て
、
第
３
便
の
発
車
時
間

を
昼
12
時
30
分
に
し
て
い
ま
す
。

経
営
上
、
も
う
１
便
増
や
す
の
は

難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
実

態
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
秋
か
冬
を
目
途
に
ダ
イ
ヤ
改

正
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
利
用
者
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
に

乗
っ
て
い
た
だ
け
る
町
営
バ
ス
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
文
化
・
男
女
共
生
推
進

係
）



佳
作　

花
丸
の
答
案
か
ざ
し
跳
ん
で
く
る　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

今
日
の
無
事
喜
ぶ
終し
ま

い
風
呂
の
唄　
　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

合
格
だ　

感
動
の
渦　

右
左　
　
　
　
　
　

佐
野
原
五
十
嵐
あ
き
よ

　

〃　

喜
び
も
不
安
も
背
負
う
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

ま
だ
喜
寿
の
ネ
ク
タ
イ
若
い
の
を
選
ぶ　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

喜
怒
哀
楽
噛
み
し
め
な
が
ら
老
い
の
坂　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

鶴
亀
の
掛
け
軸
を
背
に
喜
寿
祝
い　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

平
熱
に
戻
り
夕
餉げ

の
灯
に
揃
い　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

喜
び
を
ま
ず
仏
壇
へ
上
げ
る
母　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

も
う
一
度
見
た
い
喜
ぶ
母
の
顔　
　
　
　
　

黒　

鴨　

斉
藤　

巳
蔵

　

〃　

喜
び
が
続
き
吐
息
の
の
し
袋　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

秀
逸　

栄
転
が
発た

つ
新
し
い
春
の
駅
（
荒
砥
駅
）　

 

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

孫
合
格　

も
う
一
杯
を
追
加
す
る　
　
　
　

北
海
道　

渋
谷
喜
四
郎

　

〃　

許
す
と
は
言
わ
ず
届
い
た
岩
田
帯　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
に
若
い
パ
パ
と
マ
マ　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

合
格
の
喜
び
写
メ
ー
ル
で
届
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

新
し
い
ス
ー
ツ
も
嬉き

き々

と
新
社
員　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

過
ぎ
た
道
悲
喜
交こ
も
ご
も々

の
足
の
跡　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

ふ
る
里
に
喜
び
尽
き
ぬ
母
の
井
戸　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

陣
痛
の
底
か
ら
湧
い
て
く
る
歓
喜　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

喜
寿
過
ぎ
て
な
お
矍か
く

鑠し
ゃ
くと
畑
を
打
つ　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

五
客　

一
喜
一
憂　

延
長
戦
が
ま
だ
つ
づ
く　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

喜
び
も
涙
が
先
の
老
い
夫
婦　
　
　
　
　
　

高　

玉　

児
玉　

道
子

　

〃　

悲
し
み
の
あ
と
喜
び
は
き
っ
と
来
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

よ
ろ
こ
ん
で
孫
に
年
金
削
ら
れ
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

　

〃　

待
っ
て
い
る
母
喜
ば
す
電
話
す
る　
　
　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

人
位　

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
を
花
と
撮
る　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

地
位　

鬼
不
在　

喜
び
の
花
そ
っ
と
咲
く　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

天
位　

喜
怒
哀
楽
ふ
た
り
で
分
け
た
五
十
年　
　
　

鮎　

貝　

泉
野　
　

忍

　

軸　

「
孫
」
の
唄
絵
に
し
た
よ
う
に
孫
を
抱
く　
　
　
　
　
　
　

克　

二

次
回
課
題　

「
山
」
五
月
末
日
ま
で　

「
石
」
六
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

喜　
　
　
　

菊
地　

克
二　

選
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三
�
瀧
不
動
尊
大
祭

　

養
蚕
安
全
・
眼
病
平
癒
・
交
通

安
全
・
火
盗
消
除
の
守
護
「
三
ツ

瀧
不
動
尊
」
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分

▼
ど
こ
で　

三
ツ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
時
、
貝
生
公
民
館
）

▼
直
会　

貝
生
公
民
館
、
午
後
２

時
30
分
よ
り
。

＊
流
し
ソ
ー
メ
ン
な
ど
は
有
料
で

す
。

▼
交
通　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
午
前
９

時
45
分
（
役
場
発
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

 

第
12
回
�
�
�
�
�
�
�

 

�
�
�
�
�

　

「
こ
の
ま
ち
に　

こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
に　

そ
し
て
や
さ
し
さ
に
お

か
え
り
な
さ
い
」
を
合
言
葉
に
開

催
し
て
き
た
手
づ
く
り
の
福
祉
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
い
つ　

６
月
22
日
（
日
）
午
後

１
時
開
場
、
１
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

前
売
券
５
０
０
円
、

当
日
券
６
０
０
円
（
小
学
生
以
下

無
料
）

▼
前
売
券
発
売
所　

白
鷹
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
花
専
科
（
ス
ピ
カ

店
）、
０
０
１
（
つ
ち
や
）、
松
川

屋
書
店

▼
出
演
者　

こ
ぶ
し
一
座
、
あ
め

っ
か
ぜ
、
ノ
ー
サ
イ
ド
、
白
鷹
陽

光
学
園
、
う
た
う
会
、
長
井
Ｆ
Ｌ

コ
ー
ル
、
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會
、

特
別
ゲ
ス
ト　

井
上
千
春

＊
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
サ
ー
ビ

ス
つ
き
。
場
内
は
車
い
す
の
使
用

可
。
障
害
者
用
ト
イ
レ
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ　

薫
風
の
家
・
工

藤
（
☎
85

－

４
２
８
８
）

 

第
16
回
山
形
交
響
楽
団

 

演
奏
会
�
�
案
内

　

今
回
は
白
鷹
町
出
身
の
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
奏
者
加
藤
洋
男
さ
ん
と
山
形

交
響
楽
団
を
お
迎
え
し
て
行
い
ま

す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
24
日
（
土
）
夜
７

時
開
演

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
曲
目　

序
曲
「
ル
イ
･
ブ
ラ
ス
」

作
品
95
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
協
奏
曲
ヘ

長
調
作
品
75
、
交
響
曲
第
３
番
変

ホ
長
調
作
品
55
「
英
雄
」

▼
チ
ケ
ッ
ト

・
大
人
券
１
５
０
０
円

　

（
当
日
１
７
０
０
円
）

・
学
生
券
８
０
０
円

・
ペ
ア
券
２
５
０
０
円（
大
人
２
人
）

　

（
当
日
２
７
０
０
円
）
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＊
小
・
中
学
生
無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

教
育
委
員
会
、

各
地
区
公
民
館
、
図
書
館
に
て

＊
各
地
区
に
実
行
委
員
が
お
り
ま

す
の
で
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
求
め
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

 

県
立
長
井
高
等
学
校
吹
奏

 

楽
部
第
32
回
定
期
演
奏
会

「
み
ん
な
で
創
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

10
代
か
ら
70
代
ま
で
の
広
い
世

代
の
か
た
が
た
約
６
０
０
０
人
か

ら
お
聞
き
し
た
「
あ
な
た
の
懐
か

し
い
名
曲
」
を
、
世
代
別
に
人
気

が
高
か
っ
た
も
の
を
合
計
20
曲
余

り
演
奏
し
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
１
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
入
場
料　

３
０
０
円

▼
曲
目　

ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ
ン
組

曲
」、地
上
の
星
、
大
き
な
古
時
計
、

神
田
川
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
長
井
高
等

学
校
（
☎
84

－

１
６
６
０
）

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

開
催
�
�
�

▼
い
つ　

５
月
23
日
（
木
）
午
後

６
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
長
井
市
）

▼
内
容　

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
〜
合
併
後
を
考
え
る
〜
」

▼
講
師　

西
東
京
市
企
画
部
主
幹

　

池
澤
隆
史
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
青
年
会
議

所
（
☎
84

－

５
３
９
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

88

－

３
７
７
８
）

 

裁
判
所
見
学
会

▼
い
つ　

５
月
22
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
・
家
庭
裁

判
所
米
沢
支
部

▼
内
容　

刑
事
裁
判
傍
聴
及
び
裁

判
手
続
き
な
ど
の
説
明

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課
（
☎

０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

 

日
本
語
中
級
講
座
�
�
案
内

　

置
賜
の
各
市
町
で
は
日
常
会
話

の
習
得
を
目
指
す
「
日
本
語
初
級

講
座
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
た
に
漢
字
等
の
読
み
書
き
の
習

得
を
目
指
す
「
日
本
語
中
級
講
座
」

を
開
設
し
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
３
日
（
火
）
〜
12

月
16
日
（
火
）
ま
で
の
毎
週
火
曜

日
、
夜
７
時
〜
９
時
（
た
だ
し
、

８
月
12
日
を
除
く
）

▼
ど
こ
で　

高
畠
町
糠
野
目
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

日
本
語
の
初
級
教
室
修

了
者
ま
た
は
日
常
会
話
が
で
き
る

か
た
で
、
６
カ
月
間
継
続
し
て
受

講
で
き
る
か
た
（
定
員
20
人
）

▼
受
講
料　

５
０
０
０
円
（
こ
の

ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

▼
募
集
期
間　

５
月
20
日
（
火
）

〜
29
日（
木
）（
た
だ
し
、
定
員
に

な
り
次
第
し
め
き
り
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
企
画
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
１
８
）

�
平
成
15
年
度
日
本
語
指
導

 

�
�
�
�
�
�
養
成
講
座
�

 

受
講
者
募
集

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
日
本
語
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
日
本
語
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
22
日（
日
）、
７
月

６
日（
日
）、
７
月
22
日（
日
）、
８

月
10
日（
日
）、
８
月
24
日
（
日
）、

９
月
７
日
（
日
）
全
６
回
（
各
実

農業者年金を受給しているかたへ

「現況届」を忘れずに行ってください

　平成15年６月まで農業者年金を受けている皆さんに、農業者年金基金より現況届の書類が６月上旬に届きます。
これは、引き続き年金を受給する資格があるか毎年確認するためのものです。
●農協、共済などの名義の確認については、当日会場で記入していただきます。印鑑をご持参ください。

●農地の異動（宅地への転用、道路への買収など）があるかたは、売買契約書などの関係書類をご持参ください。

▼会場　中央公民館　文化実習室

▼時間　午前９時～午後４時

現況届の確認日程

＊対象町内の日に、おいでに

　なれないかたは、この期間

　中のいずれかの日においで

　ください。

■問い合わせ　

　　農業委員会事務局

　　（☎85－6128）

月日 曜日
対 象 町 内

午　前 午　後

6/9 （月） 荒砥、貝生 菖蒲、下山、佐野原、大瀬、十王

6/10 （火） 滝野、萩野 中山、針生

6/11 （水） 浅立、広野 小山沢、町下、杉沢

6/12 （木） 蚕桑1～ 10町内 蚕桑11 ～ 20町内

6/13 （金） 鮎貝1～ 14町内 高岡、深山、黒鴨

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
実
施
中
!!
�
�
月
20
日
�
火
�
�
�
�
�
人
�
車
�
自
転
車
�
�
�
�
�
�
止
�
�
��

�
�
�
�
確
認
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



18

国税だより
給与所得者と税

【毎月の源泉徴収】
　給与所得者が毎月給与の支払いを受けるとき
には、「給与所得の源泉徴収税額表」によって求
めた所得税額が源泉徴収されることになってい
ます。
【所得税の定率減税】
　平成15年分の所得税については、定率減税が
実施され、所得税額から定率減税額を控除した
額が最終的に納付すべき所得税額となります。
【年末調整】
　その年の最後の給料やボーナスの支払いを受
けるときに、毎月源泉徴収された所得税の合計
額と、年間の給与総額に対する年税額との過不
足額が精算されます。この清算手続きを「年末
調整」と呼んでいます。
■問い合わせ　長井税務署（☎84－1810）

施
日
と
も
午
前
10
時
〜
昼
12
時
及

び
午
後
１
時
〜
４
時
）

▼
ど
こ
で　

山
形
市
、
鶴
岡
市
な

ど
県
内
各
地

▼
講
座
の
概
要　

日
本
語
教
室
の

展
開
の
基
礎
知
識

▼
受
講
料　

２
５
０
０
円
（
全
講

座
分
）

▼
定
員　

20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▼
対
象

・
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

経
験
は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
興
味
を
持
た
れ
る
か
た

・
６
日
間
全
て
出
席
可
能
な
か
た

▼
申
込
期
間　

５
月
15
日
（
木
）

〜
６
月
10
日
（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

国
際
交
流
協
会
（
☎
０
２
３

－

６

４
７

－

２
５
６
０
）

 

稲
荷
�
丘
町
民
�
�
�
�

 

監
視
員
�
募
集
�
�
�

▼
期
間　

７
月
21
日
（
月
）
〜
８

月
20
日
（
水
）

＊
た
だ
し
、
８
月
13
日
（
水
）
は

休
み
で
す
。

▼
勤
務
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時　

▼
賃
金　

１
日
５
８
０
０
円

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
条
件　

満
18
歳
以
上
の
大
学
生

及
び
社
会
人
で
健
康
な
か
た
（
男

女
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
し
め
き
り　

６
月
30
日
（
月
）

▼
そ
の
他　

開
放
期
間
内
で
勤
務

可
能
な
期
間
が
あ
る
か
た
は
左
記

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

 

環
境
�
�
�
�
�
�
�

 

派
遣
�
�
�

　

県
で
は
、
環
境
問
題
の
専
門
家

や
地
域
活
動
を
実
践
し
て
い
る
か

た
な
ど
を
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
し
て
登
録
し
、
環
境
に
関
す
る

講
演
会
や
学
習
会
に
派
遣
し
ま
す
。

▼
対
象　

学
校
や
企
業
、
住
民
団

体
な
ど
原
則
と
し
て
30
人
以
上
の

団
体

▼
料
金　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

県
環
境
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
７

－

52

－
３
１
２
４
）

 

山
形
県
食
品
安
全
�
�
�
�

 

�
募
集
�
�
�

　

県
で
は
、
食
品
の
安
全
と
安
心

の
確
保
を
目
的
に
、
日
常
の
買
物

を
通
じ
て
食
品
表
示
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
し
て
い
た
だ
く
食
品

安
全
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

県
内
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
の
か
た

▼
募
集
人
員　

１
６
０
人
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
う

え
決
定
）

▼
委
嘱
期
間　

６
月
下
旬
〜
16
年

３
月
末

▼
申
込
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
、
募
集

要
項
は
各
総
合
支
庁
企
画
振
興
課

に
あ
り
ま
す
。（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
応
募
用
紙
を
印
刷
可
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
企
画
振
興
課
（
☎
０
２
３

８
－

24

－

２
３
１
１
）

 

広
域
的
�
地
域
�
�
�
�

 

支
援
�
�
�

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

置
賜
圏
域
で
実
施
す
る
広
域
的
な

地
域
づ
く
り
事
業
に
対
し
、
事
業

費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象　

「
花
」
ま
た
は
「
地
域

資
源
の
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
や
題

材
と
し
た
事
業

▼
補
助
額　

事
業
費
の
７
割
（
10

万
円
が
限
度
）

▼
募
集
期
間　

５
月
16
日
（
金
）

〜
６
月
９
日
（
月
）
必
着

＊
実
施
要
綱
、
申
請
書
類
は
本
組

合
及
び
各
市
町
企
画
課
に
あ
り
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
企
画
係

（
☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６
）

 

町
営
住
宅
�
神
明
�
�
�
�
�

 

�
入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２

４
６
８

－

10

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
３
階
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
＋
６
＋

４
・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

月
額
１
万
５
０
０
０
円

〜
３
万
３
０
０
０
円
（
所
得
額
な

ど
に
よ
り
家
賃
が
異
な
り
ま
す
）

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
し
め
き
り　

５
月
23
日
（
金
）

▼
入
居
可
能
日　

６
月
中
旬

▼
入
居
資
格　

入
居
す
る
世
帯
の

収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基
準
以
下

で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る
か
た

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
用
地
係
（
☎
85

－

６
１
３
９
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
や
来
庁
さ
れ
る

場
合
は
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
所

得
が
わ
か
る
も
の
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

 

消
防
設
備
士
試
験
受
験

 

準
備
講
習
会

▼
い
つ　

７
月
３
日
（
木
）

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）

▼
申
込
先　

山
形
県
消
防
設
備
保

守
協
会（
県
庁
消
防
防
災
課
内
・
☎

０
２
３

－

６
３
０

－

２
１
４
７
）

＊
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
消
防

署
、
各
消
防
分
署
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
白
鷹
分
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署
（
☎
85

－
５
２
４
２
）

 

来
春
卒
業
予
定
�
中
学
生
�

 

高
校
生
�
採
用
予
定
�

 

事
業
主
�
皆
�
�
�

　

平
成
16
年
３
月
学
校
卒
業
予
定

者
求
人
申
込
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
新
規
学
卒
者
を
採
用
予
定
の

事
業
所
の
か
た
の
出
席
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
４
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
５
階
講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
公
共
職
業

安
定
所
（
☎
84

－

８
６
０
９
）

 

平
成
15
年
度
国
民
生
活
基
礎

 

調
査
�
世
帯
票
�
所
得
票
�

 

及
�
保
健
福
祉
動
向
調
査
�

 

�
協
力
�
�
�
�

　

こ
の
調
査
は
、
世
帯
の
構
成

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
な

ど
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
状
況
を

調
査
す
る
も
の
で
、
国
民
基
礎
調

査
（
世
帯
票
）
及
び
保
健
福
祉
動

向
調
査
は
６
月
５
日
（
木
）
に
、

国
民
生
活
基
礎
調
査
は
７
月
17
日

（
木
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
福
祉
対
策
、
医
療
保
健
、

年
金
制
度
運
営
な
ど
厚
生
行
政
の

基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
地
域
の
世
帯
に
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
企
画
課
企
画
班
（
☎
０

２
３

－

６
３
０

－

２
２
４
４
）

 

平
成
15
年
度�
女
性
起
業
家

 

入
門
�
�
�
�
�受
講
者
募
集

　

起
業
に
よ
っ
て
自
分
の
能
力
を

発
揮
し
、
経
済
的
自
立
と
自
己
実

現
を
図
り
、
積
極
的
に
社
会
に
参

画
し
て
い
こ
う
と
す
る
女
性
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　

起
業
を
志
し
て
い
る
女

性
、
起
業
に
関
心
の
あ
る
女
性
、

起
業
し
て
い
る
女
性

▼
い
つ　

７
月
４
日
（
金
）
〜
６

日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

山
形
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
チ
ェ
リ
ア
」

▼
内
容　

起
業
の
手
順
、
資
金
計

画
、
販
売
促
進
方
法
、
起
業
の
た

め
の
事
業
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

▼
費
用　

５
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

▼
し
め
き
り　

６
月
29
日
（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
チ
ェ

リ
ア
」（
☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７

７
５
１
）

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

朝
日
連
峰
�
月
山
�
白
鷹
丘
陵
�

囲
�
�
�
豊
�
�
自
然
�
舞
台
�

繰
�
広
�
�
�
�
�
�
今
年
�
19

年
目
�
迎
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
草
分
�
的
�
大
会
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
体
験
�
�

�
�
�
�
�
�
�
合
計
�
�
�
参

加
形
態
�
用
意
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
危
険

�
�
�
�
�
�
�
設
定
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
冒
険
心
�
大
切

�
�
�
絶
妙
�
�
�
加
減
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
用
意
�
�
�

�
�
�
�
�
楽
�
�
�
�

パ
ラ
ダ
イ
ス
ク
ラ
ス

　

各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
を
配
置
し
た
比
較
的
ス
ポ
ー
ツ

マ
イ
ン
ド
の
高
い
ト
ラ
イ
ア
ル
。

ハ
�
モ
ニ
�
ク
ラ
ス

　

ト
ラ
イ
ア
ル
初
心
者
や
万
年
ビ

ギ
ナ
ー
の
か
た
な
ど
を
対
象
に
ツ

ー
リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
の
が
ハ
ー
モ

ニ
ー
ク
ラ
ス
。

ト
レ
�
キ
ン
グ
ク
ラ
ス

　

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
対
象
に

し
た
ク
ラ
ス
。
コ
ー
ス
は
ト
ラ
イ

ア
ル
同
様
に
林
道
を
走
り
、
い
く

つ
か
の
競
技
ポ
イ
ン
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
す
。

�
募
集
定
員

○
パ
ラ
ダ
イ
ス
ク
ラ
ス

１
５
０
人
（
準
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
２
〜
３
人
１
組
）

○
ハ
�
モ
ニ
�
ク
ラ
ス

１
０
０
人
（
相
互
採
点
・
２
〜
３

人
１
組
）

○
ト
レ
�
キ
ン
グ
ク
ラ
ス

１
０
０
人
（
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

対
象
・
相
互
採
点
・
２
〜
３
人
１
組
）

�
大
会
要
項
�
参
加
申
込
書

�

�
請
求
�
�
�
�

　

大
会
事
務
局
ま
で
、
は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か

の
方
法
に
て
大
会
要
項
と
参
加
申

込
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

�
参
加
申
�
込
�

　

専
用
の
参
加
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
も
れ
な
く
記
入
捺
印
の
う

え
、
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
に
て
参

加
料
を
払
い
込
み
、
そ
の
払
い
込

み
領
収
書
を
添
付
し
て
事
務
局
宛

て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加

受
理
証
を
発
送
し
ま
す
。

�
申
込
�
期
間

�
月
�
日
�
�
月
19
日
（
当
日
消

印
有
効
）
※
た
だ
し
、
定
員
に
余

裕
の
あ
る
場
合
は
５
月
23
日
ま
で

２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎詳細はサンシャイントライアルホームページをご

覧ください。（http://www2.jan.ne.jp/~sunshine/）

大会事務局／

　〒992－0771山形県西置賜郡白鷹町鮎貝2383－1

　サンシャイントライアル事務局

　直通携帯　090－4883－0320（担当者／鈴木広貴）

　事務局ＦＡＸ　0238－85－6509

　Ｅメール：sunshine@jan.ne.jp
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６／14（土）
　　15（日）



　

戦
後
も
少
し
過
ぎ
た
昭
和
20
年

代
後
半
の
初
秋
９
月
、
小
学
生
の

わ
た
し
に
と
っ
て
わ
く
わ
く
し
な

が
ら
そ
の
日
が
来
る
の
を
待
っ
て

い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
家
の
前
の

出
来
町
通
り
を
完
全
に
遮
断
し
て
、

芝
居
の
舞
台
が
道
路
の
真
ん
中
に

組
み
立
て
ら
れ
る
。
道
路
は
も
ち

ろ
ん
舗
装
な
ど
で
な
く
、
自
動
車

は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の
各
家
庭
に
な

い
時
代
で
あ
る
。
丸
太
で
骨
組
み

さ
れ
た
舞
台
は
、
小
学
生
か
ら
見

る
と
自
分
の
背
丈
よ
り
も
か
な
り

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
道
路
い
っ

ぱ
い
に
老
若
男
女
が
立
っ
た
ま
ま
、

あ
る
い
は
し
ゃ
が
ん
で
見
入
っ
て

い
る
。
前
の
方
の
人
は
、
顔
を
上

向
け
て
見
入
っ
て
い
る
。
自
分
の

家
の
２
階
の
窓
か
ら
斜
め
に
見
る

と
、
す
ぐ
目
の
前
に
舞
台
が
見
え

る
。
少
し
上
か
ら
見
お
ろ
す
感
じ

で
の
芝
居
見
物
と
な
り
、
舞
台
の

上
の
様
子
が
つ
ぶ
さ
に
わ
か
り
、

「
あ
あ
、
特
等
席
だ
」
と
小
さ
い

な
り
に
一
人
満
足
に
浸
っ
て
い
た

の
を
思
い
出
す
。

　

と
に
か
く
心
を
楽
し
く
さ
せ
て

く
れ
た
。
10
歳
そ
こ
そ
こ
の
少
年

で
あ
る
自
分
の
目
か
ら
は
老
人
と

も
見
え
る
悪
役
、
必
ず
合
羽
と
三

度
傘
を
持
っ
た
き
り
り
と
し
た
渡

世
人
、
娘
役
と
子
役
、
義
理
と
人

情
が
最
後
に
ま
と
め
と
な
る
ス
ト

ー
リ
ー
で
あ
る
。
舞
台
の
上
で
の

セ
リ
フ
よ
り
も
か
た
ず
を
の
ん
だ

刀
を
抜
い
て
渡
り
合
う
姿
と
刀
の

音
と
光
、
バ
タ
バ
タ
と
緊
迫
感
の

あ
る
擬
音
、
そ
し
て
最
後
は
必
ず

悪
い
も
の
が
負
け
る
、
勝
っ
て
ほ

し
い
も
の
が
勝
つ
と
い
う
爽
快
感
。

か
け
離
れ
た
別
世
界
へ
対
し
て
の

気
持
ち
の
高
揚
。
思
い
出
の
玉
手

箱
を
開
い
た
よ
う
に
、
当
時
の
情

景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

高
玉
芝
居
に
は
高
栄
会
と
双
葉

会
（
劇
団
）
が
あ
っ
た
。
一
方
に

は
浪
曲
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

あ
の
頃
か
ら
も
う
50
年
近
く
に

な
る
。
今
年
10
月
に
国
民
文
化
祭

が
本
県
で
開
催
さ
れ
、
白
鷹
町
に

お
い
て
は
地
芝
居
の
祭
典
と
し
て

「
高
玉
芝
居
」
が
演
ぜ
ら
れ
、
披

露
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
地
域

の
人
び
と
に
よ
っ
て
約
３
０
０
年

も
支
え
ら
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た

希
有
の
演
劇
・
芝
居
で
あ
る
。
全

国
的
に
も
、
こ
の
分
野
で
こ
の
よ

う
に
地
域
の
人
び
と
に
よ
っ
て
引

き
継
が
れ
て
き
て
い
る
の
は
、
今

は
見
出
せ
な
い
と
い
う
話
で
あ
る
。

高
玉
芝
居
を
今
に
厳
然
と
存
在
さ

せ
、
そ
れ
を
文
化
と
し
て
多
く
の

人
び
と
の
心
に
感
動
・
楽
し
み
を

与
え
て
い
る
の
は
、
当
然
の
こ
と

で
は
あ
る
が
、
芝
居
の
ス
ト
ー
リ

ー
を
考
え
、
実
演
し
、
そ
し
て
そ

れ
を
支
え
る
人
び
と
が
存
す
る
か

ら
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
文
化
は
、

そ
れ
を
創
造
す
る
人
び
と
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
文
化

を
創
造
す
る
人
び
と
の
努
力
と
そ

れ
に
対
す
る
感
謝
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。

�
今
年
�
�
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�
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天

候
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�
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観

光
客
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�
先
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売
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行
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不
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�
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●3月23日 ▼4月22日

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　住所

（長谷部　　孝　　 長井市
中　川　ふみこ　 山　口

（奥　山　　健　　 荒砥乙
阿　部　美　香　 天童市

（土　屋　孝　司　 長井市
小　口　真由美　 箕和田

（新　野　　亮　　 荒砥甲
工　藤　光　世　 荒砥乙

（梅　津　　雄　　 萩　野
沼　澤　めぐみ　 浅　立

（鈴　木　　晃　　 浅　立
斎　藤　京　子　 長井市

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥甲　守　谷　と　く　80
畔　藤　小　形　み　ね　72
山　口　槌　谷　敏　子　52
横田尻　鈴　木　佐　教　87
荒砥甲　川　村　富　 　68
鮎　貝　髙　石　榮二郎　69
荒砥甲　樋　口　民　夫　82
横田尻　金　田　　里　　85
箕和田　土　屋　なつゑ　89
荒砥甲　安　部　喜　七　99
荒砥甲　小　出　正　德　59
荒砥乙　鈴　木　　誠　　62
荒砥甲　新　納　福　 　80

No.872
2003-5
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20

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。

㉖
�
高
玉
芝
居
��

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名   子の名

荒砥乙 渡邉 真　龍 杏
あん

文　枝

山　口 黒田 　哲 唯
ゆい

　花
か

絵　理

山　口 渡部 正　弘 二
に ち か

千花成　江

横田尻 青木 浩　二 翔
しょう

美由紀

滝　野 伊藤 孝　義 ねねか香寿美

荒砥甲 小関 　暁 迅
はや

　人
と

弥　紀

広　野 遠藤 崇　幸 大
たい

　希
き

真　希

荒砥乙 丸川 厚　志 白
はく

　亜
あ

奈々絵

山　口 渡部 　大 彩
あや

　奈
な

裕　子

荒砥甲 椎名 　寛 優
ゆう

　輝
き

法　子

畔　藤 菅間 　務 志
し

　穏
おん

真由美


